
１ 摂食障害とは

摂食障害ってどんな病気？

食事の量や食べ方など、食事に関連した行動の異常が見
られ、体重や体型のとらえ方などを中心に、心と体の両
方に影響が及ぶ病気をまとめて摂食障害と呼びます。

ご存じですか？
摂食障害

家族向けリーフレット



２ 摂食障害の特徴・治療について

宮城県摂食障害治療支援センターリーフレットより引用



神経性やせ症
・体重や体型の感じ方が障害されます。患者さ
んは明らかにやせていても、それを異常と感じ
られません。やせるために食事量を制限します
が、その反動として過食する方もいます。

・身体症状としては、成人ではBMIが15未満に
なると最重度と診断されます。やせているのに
活発に活動することが多くみられます。

摂食障害ポータルサイトより引用し道立精保Cが作成



神経性過食症

症状は？

・過剰な量の食事を摂る「むちゃ食い」（過
食）、嘔吐や下剤の濫用など体重増加を防ぐた
めの代償行為を繰り返す点が特徴的です。

経過と予後

・神経性やせ症の人が拒食の反動で過食や嘔吐
等を繰り返すようになり、のちに神経性過食症
になる場合もあります。

・過食と嘔吐や下剤濫用とのバランスで、体重
は低めになることもありますし正常体重のこと
もあります。嘔吐が激しいと、過食嘔吐の悪循
環が続き、長期化しやすいと言われています。

摂食障害ポータルサイトより引用し道立精保Cが作成



回避制限性食物摂取症

症状は？

・やせ願望はないけれど、食べない、食べられないタイ
プの摂食障害で、明らかな低体重・低栄養を認めます。

・食行動の問題で、具体的には食事量の減少や食べられ
る食事の種類が極端に少ないこと（偏食）、栄養剤や補
助食品への依存、飲み込みの困難、食事の拒否などがあ
ります。

一方で、そのほかの摂食障害に認められる体型や体重
へのこだわり、ボディイメージの障害、排出行為（嘔吐
や下剤の乱用）、過食などは一般的には認められません。

精神疾患の併存は？

・不安障害や注意欠如・多動症（ADHD）、自閉スペク
トラム症（ASD)、強迫症と呼ばれる摂食障害以外の精
神疾患を同時に認めることもあります。

☆回避制限性食物摂取症が正式に精神疾患と考えられる
ようになったのは、比較的最近であるため、病気に詳し
い医師や専門家も少ない現状です。回復には、苦労を伴
いますが、医療機関では精神科医や心理士、看護師、栄
養士等がチームで支える取組が始まっています。

注目

摂食障害ポータルサイトより引用し道立精保Cが作成



どこまでが摂食障害？
～過食と肥満の関係～

摂食障害のひとつである過食性障害は、自分ではコントロー
ルできない過食（むちゃ食い）を繰り返すことが特徴です。し
かし、過食によって体重が増加するのを防ぐための過度な運動
や、嘔吐、下剤使用などの不適切な代償行動を伴わない点で神
経性過食症とは区別されています。
過食とは、単に食べ過ぎたということではなく、短時間時に

大量の食べ物を食べることをさします。さらに、「食べること
を自分でコントロールできない」という感覚を伴います。

過食性障害では、不適切な代償行動を行わないため、体重が
増える傾向にあり、結果的に肥満が多く見られます。
単なる肥満ととらえられて、摂食障害に気づかれにくいかも

しれません。

摂食障害ポータルサイトより引用し道立精保Cが作成

摂食障害の治療や回復

摂食障害のタイプによって、栄養補給や心理療法、精神
症状がある場合には薬物療法なども行われます。
医療機関で心身の回復に向けた継続的な相談を続けるこ

とが大切です。
本人や家族の自助グループも回復のために有効です。



３ 摂食障害の早期発見・早期治療のために

気になるサインや症状
があったら、病院の受
診や相談機関への相談
をおすすめします

摂食障害ポータルサイトより引用


